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１.計画の概要・これまでの経過

■ 計画の概要

本市では、令和4年3月に策定した「仙台市地域公共交通計画」（令和4～8年度）に基づき、市民や交通事業者

等と連携しながら、持続可能な公共交通ネットワークの構築や公共交通の利用促進に取り組んできた。

現計画は令和8年度末をもって計画期間が終了することから、次期計画（令和９～13年度）の策定に向けて見

直しを行うものである。見直しにあたっては、人口減少や高齢化の進展、運転士不足の深刻化など、公共交通を取
り巻く環境の変化を踏まえ、将来の公共交通ネットワークや各種施策の方向性について検討を行った。

本資料は、これまでの議論を踏まえ作成した計画素案の概要を取りまとめたものである。

■ これまでの経緯

令和4年3月 地域公共交通計画策定

令和4～８年度 計画に基づく施策推進

令和7年～ 次期計画の検討開始

【公共交通ワーキング・交通政策推進協議会での議論】
⇒公共交通の現状分析や将来需要の整理を行うとともに、公共交通ネットワーク、エリア設定、サービス水準及び
施策体系等について検討

令和8年6月 第1回交通政策推進協議会（骨子案提示）

令和8年９月 第２回交通政策推進協議会（素案提示） ←今回

2



２.見直しのポイント
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公共交通を取り巻く環境変化を踏まえ、『持続可能性』をより重視しつつ、『新たな移動手段への対応』の

視点を加え、現行計画を見直します。



３．次期計画の構成

1. 計画の基本事項
1.1 計画策定の趣旨・目的 1.2 本計画の位置づけ及び関連する計画等
1.3 計画の区域 1.4 計画の期間 1.5公共交通の定義
1.６ 関連する計画の整理 1.７ SDGs（持続可能な開発目標）との関係性 1.８ダイバーシティ推進指針

2. 公共交通に関する現状と課題
３.1 仙台市の公共交通及び公共交通をとりまく現状

３.2 仙台市の公共交通の課題

3. 公共交通に関する目標及び基本方針
４.1 公共交通に関する目標
４.2 公共交通に関する基本方針

4. 公共交通ネットワーク
５.1 公共交通ネットワークの考え方
５.2 公共交通ネットワークの構築

5. 公共交通体系を実現するための施策
６.1 地域公共交通計画の取組内容
６.2 施策概要及び取組方針

6. 地域公共交通特定事業

7. 評価指標・推進体制等
８.1 計画の評価指標

８.2 推進体制

０１

０３

０４

０５

０６

０7

6. 前計画の振り返り０2

０８

新たに項目を追加。
5年間の取組成果と課題を整理。

現状を踏まえ目標・方針を一部見直し。
持続可能性・生産性の向上と新たな取組への挑戦を反映。

利便増進実施計画の更新。
今後5年間の重点事業を位置付け。

新たに項目を追加。
市の上位計画との整合を強化。

※主な変更内容

最新データを反映し現状・課題を更新。
人口減少・高齢化、路線バス利用者の減少、運転士不足等を反映。

ネットワークの考え方や区分を再整理。
路線の役割分担やエリア設定を見直し。

施策体系を再構築。
運行確保、運賃施策、新たなモビリティ等を反映。

評価指標の再設定

新規追加
見直し
時点修正・更新
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４．変更内容（1章 計画の基本事項）

０１ 基本事項

【仙台市ダイバーシティ推進指針との関係性】

「仙台市ダイバーシティ推進指針」は、性別、年齢、国籍、障害の有無などにかかわらず、すべての市民が互いの多様性を認め合い、ともに生きることができる社会の実現を

目指すもの。

公共交通は、高齢者、障害者、子ども、子育て世帯、外国人、観光客など、多様な人々の日常生活や社会参加を支える重要な移動手段である。

本計画においても、ダイバーシティ推進指針に留意しながら、多様な利用者のニーズに配慮し、誰もが利用しやすい公共交通環境の形成を進めていく。
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４．変更内容（2章 前計画の振り返り）

０２ 前計画の振り返り
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現計画（令和4年度～令和8年度）に基づき、市民や交通事業者と連携しながら、持続可能な公共交通ネットワーク
の構築や公共交通の利用促進などの各種施策を推進してきました。

現計画の主な成果

❶「せんだいバスFREE＋」
（令和6年10月利用開始）

❸都心循環線の新設(令和5年10月開始)❷八木山ラインのダイヤ調整
(令和5年4月開始)

❹地域交通の導入 ❺モビリティマネジメント（交通フェスタなど）

・宮城交通と市バスが乗り
放題となる通学定期券の
販売を開始。

・学生の移動支援と公共交
通の利用促進に寄与。

・市バスと宮城交通が運行する「八木山ライン」
のダイヤ調整を実施。

・待ち時間の短縮や時刻表のパターン化などに
より、利便性向上に寄与。

・都心部の回遊性向上と公共交通の利用促進を
目的に、仙台都心循環バス「まちのり『チョコット』
with ラプラス」の運行を開始。
・仙台駅と都心部の主要拠点を結ぶ循環運行によ
り移動利便性が向上。

・公共交通の利用促進に向け、
モビリティ・マネジメントを継続的
に推進。

・「魅力いっぱい！交通フェスタ」
では、公共交通の利用促進に
向けたPRを実施。

・地域主体による地域交通の導入
を継続的に支援し、地域交通の
導入地区数は10地区まで拡大。

・地域の実情に応じた持続可能な
移動手段の確保が着実に推進。



４．変更内容（2章 前計画の振り返り）
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後日、R7のデータに更新

【成果】
地域交通の導入や公共交通利用促進など、
計画に位置付けた施策を着実に推進した結
果、公共交通利用満足度や地域交通導入地
区数、地域交通利用者数など、多くの評価
指標で進展または改善傾向が確認された。
これにより、地域の実情に応じた移動手段
の確保や公共交通サービスの充実が図られ
た。

【課題】
JR・地下鉄や路線バスの利用者数、都心部
における公共交通利用者数などは回復傾
向にあるものの、目標値には達していない
状況。
また、前計画の策定以降、公共交通を取り
巻く社会情勢や事業環境は大きく変化して
おり、これらを踏まえた対応が求められて
いる。



０３

４．変更内容（3章 現状と課題）

公共交通に関する現状と課題
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４．変更内容（４章 目標及び基本方針）

公共交通に関する目標及び基本方針０４

■目標

本市では、これまで形成してきた鉄道を基軸とした公共交通ネットワークを活かしながら、人口減少や高齢化の進展、運転士不足など、
公共交通を取り巻く環境の変化に対応していく必要があります。
このため、市民や地域との協働のもと、意見交換を重ねながら、持続可能な公共交通サービスの維持・改善に取り組むとともに、地域

の実情に応じた新たな取組にも挑戦します。

■基本方針

9

市民との協働により、地域の実情に合った、

誰もが利用しやすく質の高い公共交通※１を持続的に確保し、

自由に移動ができる生活の実現とまちなか※２の賑わい向上をめざします。

地域公共交通計画における基本方針



５. 公共交通ネットワーク０５

４．変更内容（５章 公共交通ネットワーク）
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みんなで育む
多様な交通確保エリア

バス幹線区間

バス準幹線区間

フィーダー区間

みんなで支える
路線バスエリア

郊外部等を中心に人口が点在しているなど、路線
バスによる輸送需要の確保が課題と考えられる
エリアです。

地域の利用実態や観光需要なども踏まえながら、
路線バスの維持・改善や運行形態の見直し、地域交
通の導入などを検討し、地域の実情に応じた

持続可能な移動手段の確保を目指します。

みんなで育む多様な交通確保エリア
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都心への高い移動需要を支える区間

みんなで支える

路線バスエリア

みんなで育む

多様な交通確保エリア

バス幹線区間

バス準幹線区間

フィーダー区間

※エリア及び各区間の設定は、社会情勢やバス利用状況等の変化を踏まえ、必要に応じて
見直します。



４．変更内容（５章 公共交通ネットワーク）

５. 公共交通ネットワーク０５

【分類基準及びサービスレベルの設定】
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分類 分類基準 サービスレベル（目安）

みんなで支える
路線バスエリア

• 沿線の夜間人口密度40人/ha以上（R2国勢調査）
• 乗降者数50人/日以上のバス停 または 平均乗車人数５人以上の区間

１時間あたり
1本以上（片側）

バス幹線区間

• 都心アクセス型路線
• 沿線の夜間人口密度60人/ha以上（R2国勢調査）
• 沿道施設立地8箇 /㎢以上
• 乗車人数1,000人/日以上の区間 かつ 系統数が３系統以上
※鉄道と完全に 走する区間は除外
※多車線道路（上り方向2車線以上）

１時間あたり
3本以上（片側）

バス準幹線区間

• 都心アクセス型路線
• 沿線の夜間人口密度60人/ha以上（R2国勢調査）
• 沿道施設立地8箇 /㎢以上
• 乗車人数1,000人/日以上の区間
※鉄道と完全に 走する区間は除外
※片側1車線道路でも対象とする

１時間あたり
2本以上（片側）

フィーダー区間
• 沿線の夜間人口密度40人/ha以上（R2国勢調査）のエリアと
ＪＲ・地下鉄（駅前広場等整備済 ）の駅を結ぶ区間

１時間あたり
1本以上(片側)

みんなで育む
多様な交通確保エリア

•  んなで支える路線バスエリアの基準未満となる区間の沿線
• 地域交通の運行が行われている区域

ー

(※2)(※1)

※１分類基準について
・各エリア、各区間の分類基準は、それぞれ全てを満たすものとします。
・すでに地域交通が運行されており、地域交通が地域内の移動を担っている区域は分類基準を満たしても当該エリアには含めません。
※2サービスレベル(目 )について
・サービスレベル（目 ）は、「 んなで支える路線バスエリア」において、利用が比較的少ない日中の時間帯においても、徒歩圏内（概ね500m）にあるいずれかのバス停
から、一定水準の公共交通サービスを利用できる状態を想定したものです。 このため、個々のバス停で一律に当該サービスレベルを確保するものではありません。また、
朝夕など利用が多い時間帯については、利用状況に応じたサービスの確保を基本とします。



４．変更内容（５章 公共交通ネットワーク）

５. 公共交通ネットワーク０５
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【公共交通ネットワーク図】



【参考】現計画における公共交通ネットワーク
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４．変更内容（６章 施策）

０６ 公共交通体系を実現するための施策

【地域公共交通計画で取組む施策の一覧】
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※

検
討
中



４．変更内容（６章 施策）

０６ 公共交通体系を実現するための施策
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新たな施策・概要を追加

施策の取組内容ごとにエリアと
区間を可視化 図・イラスト検討中

取組内容を更新

一部、図を最新のものに更新

図・イラスト

市民・地域団体 教育機関・企業等 交通事業者 交通管理者
仙台市・

関係行政機関

■施策実施の役割分担 　（●実施主体：取組を主体的に企画・実施　○関係者：協議、支援、協力により取組に関与）

実施主体を明記



４．変更内容（６章 施策）

０６ 公共交通体系を実現するための施策
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４．変更内容（６章 施策）

０６ 公共交通体系を実現するための施策



４．変更内容（８章 評価指標）

０８ 評価指標・推進体制 8.1計画の評価指標
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目標・基本方針 評価指標 頻度
現況値

（R７年度末時点）

目標値

（令和１３（2031）年度末時

点）

目標に基づく指標【総合】

・公共交通別利用者満足度※１ 毎年
JR・地下鉄 ％

路線バス ％

JR・地下鉄 ％

路線バス ％

【基本方針１】

公共交通軸の形成・機能強化

・バス幹線区間、バス準幹線区間、フィーダー

区間を運行するバスの利用者数※１、※２
毎年 百万人 百万人

・JR在来線／地下鉄利用者数※１ 毎年
JR 百万人

地下鉄 百万人

JR 百万人

地下鉄 百万人

【基本方針２】

路線バスの利便性・生産性向上

・市内を運行する路線バス事業者の路線バス

の1便あたり利用者数※１
毎年 人／便 人／便

・市内を運行する路線バス事業者の営業収支

比率※２
毎年

公営交通 ％

民間事業者 %

公営交通 ％※3

民間事業者

【基本方針３】

地域交通の維持・確保・充実

・本格運行地区数 毎年 地区 地区

・収支率目標達成地区率 毎年 % %

・地域交通利用者数※１

（試験運行等を含む）
毎年

人

（ 地区）

人

（ 地区）

【基本方針4】

公共交通のシームレス化・利用促進

・キャッシュレス決済乗車券利用率

（路線バス）
毎年 ％ ％

・低床バス(ノンステップバス)の導入率※5 毎年 ％ ％

・せんだいバスＦＲＥＥ＋の販売枚数 毎年 枚 枚

【基本方針5】

都心回遊交通の強化

・都心部歩行者通行量※１、※４ 毎年
平日 人

休日 人

平日 人

休日 人

・都心における公共交通利用者数 毎年 万人 万人

後日、R7のデータに更新

集計方法の見直しを実施

目標値(R13年)についてはR7のデータ
を踏まえ定める

評価指標の見直しを実施

評価指標の見直しを実施



５.今後の予定
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時期 会議・手続き 仙台市地域公共交通計画に係る内容

9月1日 第2回協議会 ・次期地域公共交通計画（素案）

9月1日～１５日 意見照会※ ・次期地域公共交通計画（素案）

11月13日 第3回協議会 ・次期地域公共交通計画（中間案）、パブコメ実施について

11月下旬頃 パブリックコメント開始

12月下旬頃 パブリックコメント受付終了

2月上旬頃 第4回協議会 ・次期地域公共交通計画（中間案）の修正

3月上旬頃 第5回協議会(書面) ・次期地域公共交通計画（最終案）

※計画の内容を十分にご確認いただくため、9月15日（火）までを意見照会期間とし、一度お持ち帰りいただいた
上でご意見をいただく予定です。
回答 式は後程データで送付しますので、事務局までご提出をお願いいたします。
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